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第1章緒 言 
Forssman (1911)によって見出された  Forssman氏異性抗原はその後詳しく研究されたが， 
Schi旺&Adelsberger (1924)によって  A型人血球と共通な部分のあることが見出され， FA 
十型家兎A'は(1940)鳴1部分抗原(緬羊部分〉と呼ばれている。井関-寺AIV型質のAまたは
と A'ー 型j家兎とを菟:皮することで F抗原は  A型質の部分抗原7こる綱羊部分 (AIV)と， A型質
に無関係な狭義の  F抗原とを明確に区別することが出来ると報告した。
鯉の鯨についてははやく  Tsuneoka(1914)，師(1925)等がこれに  F抗原の存在を認め，武
正(1926)は鰹でも血液には  F抗原が存在しないと報告してし、る O 加賀山 (1935)は鯉鯨で家
兎を菟疫して得7こ綱芋溶血素は海狽腎臓で、完全に吸収されることを見ているが，この実験では
菟疫家兎の型は勿論顧みられなかった。その後，横野  (1944)は F抗原の分析を行い，鯉紙、に
は A型質と関係なき  F抗原の外に  A型質の部分抗原たる緬羊部分及びこれ以外の  A型質・即ち犬
部分  (An)，入部分  (Ar)等を含有してし、るとしづ注目すべき所見を報告したので，余は更に
その詳細について実験を試みた。 以下にその成績を述べる。
第 2意翼験材料並に実験方法
実験材料  
1)免疫動物:成熟家兎の血清型及び哩液を検ベ， 
抗体産生に好都合なものを用し、た。
2)血球:余の別編く各撞動物の唾液型及び血清
型に関する研究〉におけると同じ。
3)臓器乳剤: 海摂腎臓と鯉艇を用し、た。臓器を
欽で細切し，流水中で血液を充分洗い去り，後秤量
して乳鉢内で贈り潰し，或はホモヂナイず{で磨砕
した後， O.9~る食塩水を加えて 20% 乳剤とし，ガ{
ゼ及び脱脂綿で粧品し， fh量の 5%石炭般加生理的
食塩水を加え，これを原液とした。
実験方法
1)免疫方法:血球は 10%浮遊液を，臓器乳剤は 
原液の 2~3 倍稀釈液を家兎の耳縁静脈内に 3~5cc
宛 2 日おきに 5---7 回注射し，最後の注射日より 5~
7日自に全採血して血清を分離，非働性にした。 
2)吸収方法: 血球による吸収の際は決糠i't協L血
球を，臓器による吸収の際は乳剤原液を抗血清に加
え，ともに 370Cに 1時間， 氷室に 1時間おき，時
々振還した。
3)顎集反応，溶血反応，沈降反応: 上記余の別
編におけると同じ。
第 3章実験成績
家兎を唾液型によってA'十型と A'一割とに分 
ち，鯉艇で免疫したところ， A'十型家兎 (No.l)で
は緬羊血球溶血素価は 160 f音を示 L，抗A擬集素の 
産生は全く見られなかった。
一方， A'ー 型家兎  (No.めでは緬羊血球溶血素
価は 640倍，抗A燦集素価は 160倍を示 L，抗A抗
休の産生が見られた(表 1)。
そして NO.1免疫血清中の緬羊血球溶血素は鯉畑
や海摂腎臓の乳剤では完全に吸収されたが， A型人
血球では全然吸収されなかった。この事から鯉偲を 
A'+型家兎に注射して得られる緬羊溶血素は A型
質とは無関係な狭義の F抗原に対する抗体であると
考えられる(表 2)。 
No.2免疫血清ではその緬羊血球溶血素は鯉鯨や 
海摂腎臓で、は吸収しつくされるが， A型人血球では
殆ど吸収されなし、。かく A型人血球で吸収して残つ
た細芋溶血素 ~tA型質とは無関係な狭義の F抗原に
対する抗体であると考えられる。次に同じ免疫血清
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(表 1) No. 1，No. 2免疫血清の溶血反応並に現集反応
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中の抗A畷集素は鯉胞では吸収しつくされるが海摂 
腎臓による吸収では少し残る。このことは鯉鯨rlC1に
はA型質の部分抗原主しての緬羊部分 (Aw)のほか
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つぎに海摂腎臓で A'ー 型家兎を免疫Lて得た血
清 (No.のでは緬羊血球溶血素はその価 1280f古を 鯉偲で吸収しつくされた。
示し，鯉艇や海摂腎臓で吸収すると全く吸収し去ら A型人血球で A'ー 型家兎を免疫して No.7血清
れた。また抗A凝集素はその価 160倍で緬羊血球や を得たが，このものの抗A競集素は緬羊血球だけで
(表 4) 海摂腎臓免疫家兎くA'ー 〉血清並にA型人血球免疫家兎(A'ー〉血清の吸収試験 
I A型人血球免疫
海狽腎臓免疫家兎(A'一〉血清 | 家兎 (A'ー 〉血清
緬羊血球溶血反応 j 抗 A 凝集反応
吸収抗原 
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は吸収しつくされないが，更に鯉航(で、吸収したとこ
ろ，完全に駿収された(表4)。
貝即lJち， これらの実験験でI
なF抗原のほかU A型J質の部分抗原たる緬羊部分にこ， 
(A1V)，豚部分 (AlIl)，人部分 (AI +An)を含有し
ていることがわかった。
最後に沈降反応の成績をそえる。 
鯉側免疫家兎(A'ー〉血、清 (No.2)の各型分泌型
人唾液に対する、沈降反応を見ると OS型や BS型人
哩液には全く反応しないが， AS型人唾液に対して
は著明な沈降反応を示し，抗原価は 64，抗体価2で 
あった。 
この血清を山羊血球で吸収した後， AS型人唾液
に対する沈降反応を見ると，一部吸収されただけで
あった(表 5)。即ち， ~[1羊占球中に含まれるA型質
部分 (AIV)に対応するものだけが吸収されたと解す
ることが出来，これは明かl'こF抗原以外のA型質に
対する抗体の存在を示すものである。
叉，各型人唾液で吸収すると抗A獄集素は AS型
人唾液で型特異的に吸収される(表 6)。
第 4章総
抗原 
4 8 16 32 64 128 K 
AS型人唾液
+官十+十十*十一一
BS型人唾液
OS型人唾液
(表 6) 鯉鯛免疫家兎 (A'ー 〉血清 
(No.2)の抗A凝集素吸収試験
抗血清新i釈倍数
吸収抗原 
20 40 80 160 320 K 
未 吸 収|叶 P肘 廿 十 
AS型人時液
千十 + 士 
OS型人唾液 辞 -H上 十ム -l-
括
tJ、上の実験成績から，鯉鯨の中にはA型質主無関係な狭義のF抗原を合んでお'り，その他に
質的にA型人血球と同様なA型質，即ち，細羊部分 (AIV)，豚部分 (Am)，人部分 (AI十 An)
等を含有してし、る。即ち横野の所見はよく肯定された。
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